
　「量の見込み」の補正内容

この資料は、資料１において補正を行った項目について、補正前の数値と補正の方法を

お示ししています。

○ 教育・保育事業 ＜国の手引きに沿った算出結果＞

（単位：人）

現状値

24年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

2,8721,9722,0022,0322,0722,001

2,2962,3662,4022,4382,4862,401

1,5742,3802,3042,2222,1392,113

＜１号認定＞

国の手引きに沿った算出結果は、現状値を大きく下回っています。

その理由として、「現在就労していない（就労希望もない）方で、保育所を希望した

方」が、どの区分にも含まれていないためと考えられます。

（補正方法）

１号認定に「現在就労していない（就労希望もない）方で、保育所を希望した方」を

加算しました。

＜３号認定＞

国の手引きに沿った算出結果は、現状値を大きく上回っています。

その理由として、「母親が育休・産休中の家庭」が含まれているためと考えられます。

（補正方法）

３号認定から「母親が育休・産休中の家庭」を控除しました。

○ 地域子ども・子育て支援事業 ＜国の手引きに沿った算出結果＞

（単位：人）

現状値

24年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

1,8701,1721,1601,1491,1401,113

国の手引きに沿った算出結果は、現状値を大きく下回っています。

（補正方法）

実績値をもとに、これまでの伸び率を考慮して算出しました。

「宇治市子ども・子育て支援事業計画」における

教育・保育等の「量の見込み」の補正について

満3歳未満の保育（3号認定）

②　時間外保育事業
　　（延長保育）

量の見込み

①　幼稚園・保育所・認定
　　こども園・地域型保育

満3歳以上の教育（1号認定）

満3歳以上の保育（2号認定）

計画期間の量の見込み

計画期間の量の見込み

資料２
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（単位：人日）

現状値

24年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

12,14846,50445,71344,91144,18743,282

国の手引きに沿った算出結果は、現状値を大きく上回っています。

その理由として、「現在保育所を利用している家庭や、今後保育所の利用を希望して

いる家庭」が含まれているためと考えられます。

（補正方法）

「現在保育所を利用している家庭や、今後保育所の利用を希望している家庭」を控除

すると、現状値を下回るため、実績値をもとに、これまでの伸び率を考慮して算出し

ました。

（単位：人日）

現状値

24年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

14,63114,48914,34414,23513,895

3,0012,9482,9422,8722,823

2,69217,63217,43717,28617,10716,718

国の手引きに沿った算出結果は、現状値を大きく上回っています。

その理由として、利用意向日数が実際の利用日数とかけ離れていると考えられます。

（補正方法）

利用意向日数を、24年度実績の1人当たり平均利用日数に置き換えて算出しました。

（単位：人日）

現状値

24年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

3,0002,8712,8712,7452,760

3,0253,0483,0353,0212,909

7066,0255,9195,9065,7665,669

国の手引きに沿った算出結果は、現状値を大きく上回っています。

その理由として、利用意向日数が実際の利用日数とかけ離れていると考えられます。

（補正方法）

利用意向日数を、24年度実績の1人当たり平均利用日数に置き換えて算出しました。

④　保育所等一時預かり

量の見込み

計画期間の量の見込み

計画期間の量の見込み

計画期間の量の見込み

⑤　病児・病後児保育事業

就学前児童

小学生児童

 量の見込み合計

⑥　ファミリーサポート
　　センター（小学生のみ）

低学年

高学年

 量の見込み合計
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（単位：人）

現状値

24年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

1,5372,7432,6732,6692,5902,563

（単位：人）

現状値

24年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

1,5372,2922,2252,2222,1482,135

（市による算出の考え方）

就学前児童用調査と小学生用調査の両方で質問を設定しましたが、国から、小学

生用調査による算出結果がより「ニーズの実態に近い」との考えが示されたため

小学生用調査による算出結果を採用しました。

（単位：人日）

現状値

24年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

5 － － － － －

国の手引きに沿った算出結果は、ニーズ調査において、利用日数に関する回答欄への

記入がなかったため、算出することができませんでした。

（補正方法）

これまでの実績で最も多かった数値を参考に算出しました。

（単位：人回）

現状値

24年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

20,458142,696137,902133,051128,201126,631

国の手引きに沿った算出結果は、現状値を大きく上回っています。

その理由として、「現在定期的な保育を利用している家庭や、今後定期的な保育の利

用を希望している家庭」が含まれているためと考えられます。

（補正方法）

「現在定期的な保育を利用している家庭や、今後定期的な保育の利用を希望している

家庭」を控除しました。

量の見込み

⑦　育成学級
　　（放課後児童クラブ）

計画期間の量の見込み

就学前児童用調査による算出

⑦　育成学級
　　（放課後児童クラブ）

小学生用調査による算出

⑧　子育て短期支援事業
　　（ショートステイなど）

量の見込み

計画期間の量の見込み

計画期間の量の見込み

計画期間の量の見込み

⑨　地域子育て支援拠点事業
　　（０～２歳児のみ）
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